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市ホームページよりお入りください

　市議会2月定例会は、2月18日から3月19日までの30日間の
会期で開催しました。平成26年度の一般会計予算など55議
案及び人事案件1件が上程され、いずれも原案のとおり可決・
同意されました。
　また、藤枝市議会基本条例などの発議案4件も可決されま
した。
　『「特定秘密保護法」の廃止を求める意見書』の採択を求め
る請願については不採択としました。
　なお、代表質問は2月27日、一般質問は2月28日、3月3日
の2日間、予算特別委員会は3月6日から11日の4日間で行い
ました。
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『
将
来（
み
ら
い
）へ
つ
な
が
る
60
周
年
に
』

～
施
政
方
針
（
要
約
）
～

藤
枝
市
長
　
北
村　

正
平

2

　

こ
れ
か
ら
平
成
26
年
度
の

市
政
経
営
を
進
め
て
い
き
ま

す
が
、
市
制
60
周
年
を
迎
え

た
平
成
26
年
は
本
市
に
と
っ

て
非
常
に
意
義
深
い
年
と
な

り
ま
す
。
一
言
で
60
年
と

言
っ
て
も
、
こ
の
長
い
月
日

の
間
、
多
く
の
先
人
の
皆
様

が
藤
枝
の
発
展
を
見
据
え
、

並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
を
さ
れ

て
き
た
結
晶
と
し
て
、
今
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

人
間
で
い
え
ば
還
暦
と
な

る
60
年
。「
生
ま
れ
年
の
干

支
に
戻
る
」
と
さ
れ
る
還
暦

は
、
次
の
時
代
に
向
け
た
新

た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
も
言

え
ま
す
。

　

こ
の
重
要
な
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
今
、
私
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た

成
熟
し
た
社
会
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
だ
け
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
が
、
今
以
上
に
将
来
を

よ
く
す
る
と
い
う
想
い
を
新

た
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
「
藤
枝
の
未
来
は
私
た
ち

が
創
る
！
」
こ
の
気
概
の
も

と
、
私
自
身
、
改
め
て
襟
を

正
し
、
先
人
へ
の
感
謝
と
将

来
へ
の
希
望
を
持
っ
て
市
政

経
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
の
想
い
を
共
有
し
て
い
た

だ
き
、
共
に
輝
く
藤
枝
の
未

来
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

わ
が
国
に
押
し
寄
せ
て
い

る
４
つ
の
大
き
な
波
（
景
気

回
復
へ
の
道
・
国
家
的
な
課

題
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

人
口
減
少
）
と
呼
べ
る
こ
れ

ら
国
内
外
の
大
き
な
流
れ
と

本
市
の
状
況
を
十
分
に
分
析

し
、
加
味
す
る
中
で
、
平
成

26
年
度
に
取
り
組
む
べ
き
重

点
方
針
及
び
４
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
戦
略
的
に
構
築

し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

沿
っ
て
、
予
算
・
組
織
を
連

動
さ
せ
る
中
で
、
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
第
２
期
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
確
実
な
実
施

●
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ

る
目
標
の
達
成
に
資
す
る
取

り
組
み
の
強
化

●
「
ひ
と
＝
活
力
」
を
戦
略

的
に
藤
枝
に
呼
び
込
む
施
策

の
実
施

●
庁
内
分
権
、
コ
ス
ト
意
識

の
徹
底
、
人
財
育
成
・
確
保

な
ど
、
地
方
の
時
代
に
対
応

で
き
る
基
礎
自
治
体
づ
く
り

「
安
全
安
心
な
ま
ち
」
を
目

指
し
た
取
り
組
み
は
、
何
事

に
も
優
先
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
最
も
大
切
な
事

項
で
す
。

●
災
害
時
の
通
信
手
段
と
し

て
の
臨
時
災
害
放
送
用
Ｆ
Ｍ

装
置
を
導
入
し
ま
す
。

●
学
校
施
設
の
つ
り
天
井
の

撤
去
・
改
修
を
行
い
ま
す
。

●
木
造
住
宅
へ
の
防
災
ベ
ッ

ド
設
置
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
志
太
消
防
で
創
設
さ
れ
る

　

ど
の
よ
う
な
環
境
が
あ
れ

ば
人
は
「
住
み
た
い
」
と
考

え
る
の
か
、「
行
っ
て
み
よ

う
」
と
思
う
の
か
を
常
に
念

頭
に
お
き
な
が
ら
、
魅
力
の

創
造
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

●
児
童
生
徒
の
語
学
力
の
強

化
に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
海
外
と
の
ラ

イ
ブ
交
流
を
新
た
に
実
施
し

ま
す
。

●
健
康
・
環
境
部
門
に
つ
い

て
、
新
た
に
部
長
級
の
担
当

理
事
を
配
置
し
、
機
動
性
を

向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
効
果
的

な
事
業
展
開
を
進
め
ま
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
を

は
じ
め
と
す
る
子
育
て
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
推
進

室
を
岡
部
支
所
内
に
移
転
し
、

志
太
広
域
事
務
組
合
と
の
緊

密
な
連
携
関
係
を
築
き
、
一

層
の
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
市
立
総
合
病
院
の
経
営
健

全
化
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と

も
に
、
質
の
高
い
が
ん
医
療

体
制
が
提
供
で
き
る
市
民
の

皆
様
か
ら
、
さ
ら
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
市
が
志
太
榛
原
地
域
の

中
核
都
市
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、

地
域
の
け
ん
引
役
と
し
て
人

と
人
、都
市
と
都
市
の
連
携
・

交
流
を
積
極
的
に
実
施
し
ま

す
。

●
「
市
民
協
働
基
本
指
針
」

を
改
訂
し
、
さ
ら
に
効
果
的

な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
大
学
と
連
携
し
た
地
域
課

題
解
決
へ
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

●
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
安
全
協
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

●
北
海
道
恵
庭
市
と
の
災
害

時
相
互
応
援
協
定
締
結
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
民
間
レ

ベ
ル
で
の
交
流
か
ら
、
都
市

レ
ベ
ル
に
よ
る
交
流
も
視
野

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1

安
全
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る

平
成
26
年
度
重
点
戦
略

平
成
26
年
度
重
点
方
針

高
度
救
助
隊
へ
の
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

「
新
た
な
“
価
値
”
を
つ
く

る
」。
藤
枝
を
構
成
す
る
そ

れ
ぞ
れ
の
要
素
が
価
値
を
持

ち
、「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、

都
市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ

な
が
り
、
さ
ら
に
は
私
が
目

指
す
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
対
応
と

し
て
、
私
を
本
部
長
と
し

て
「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、

合
宿
等
の
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
産
業

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
各

種
施
策
や
本
市
の
代
名
詞
で

も
あ
る
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
活
用
、
都
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
高
め
る
景

観
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
都
市
建
設
部
に
ま
ち
づ
く

り
担
当
理
事
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
本
市
の
特
長
で
あ

る
お
茶
、
サ
ッ
カ
ー
の
分
野

を
重
点
的
に
推
進
す
る
組
織

を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
力
点

を
置
い
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

●
笑
顔
あ
ふ
れ
元
気
い
っ
ぱ

い
の
子
ど
も
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た
多
く
の
記
念
事
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
市
制
60
周
年
を
単
に
慶
賀

の
み
と
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
ち
へ
の
郷
土
愛
の
醸
成
や

来
訪
を
促
進
す
る
絶
好
の
機

会
と
捉
え
る
こ
と
で
、
シ

テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

蓮華寺池公園の藤

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2

ま
ち
の“
魅
力
”を
つ
く
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
3

人
と
人
、都
市
と
都
市
の

　
　“
つ
な
が
り
”を
つ
く
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
4

藤
枝
の
新
た
な

　
　“
価
値
”を
つ
く
る



3

問	

市
制
施
行
60
周
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
予
算
編
成
へ

の
取
り
組
み
と
予
算
全
体
の

特
徴
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

市
債
の
削
減
を
は
じ
め

財
政
の
健
全
化
を
最
重
要
課

題
と
し
必
要
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
は
国
県
補
助
金
等

の
特
定
財
源
を
活
用
し
、
市

債
発
行
の
抑
制
、
繰
上
償
還

を
実
施
し
、
さ
ら
に
「
使
い

切
り
か
ら
創
意
工
夫
に
よ
る

繰
越
」
へ
と
予
算
執
行
を
切

り
替
え
た
い
。
一
般
会
計
予

算
は
４
４
８
億
円
と
過
去
最

大
の
積
極
型
予
算
で
は
あ
る

が
、
市
債
残
高
の
削
減
、
財

政
調
整
基
金
等
の
確
保
等
は

で
き
て
い
る
。
事
業
面
で
は

（
仮
称
）
藤
枝
東
公
民
館
の

建
設
や
主
要
幹
線
道
路
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
斎
場
の

整
備
や
駅
前
１
丁
目
８
街
区

の
再
開
発
等
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
財
源
準
備
は

整
え
て
い
る
。

問	

第
５
次
総
合
計
画
の
進

捗
状
況
と
後
期
計
画
の
策
定

へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答	
計
画
公
表
か
ら
２
年
目

の
24
年
度
ま
で
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
は
目
標
が
設
定
さ

れ
た
全
２
０
７
項
目
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し

た
。
後
期
計
画
策
定
に
つ
い

て
は
原
子
力
対
策
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
決
定
へ
の
対
応

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

新
公
共
経
営
実
行
計

画
の
進
捗
状
況
と
次
期
計
画

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

平
成
24
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
の
計
画
を
実
施
中
で

あ
る
。
1
人
1
改
善
運
動
に

お
い
て
は
、
本
年
９
０
０
件

を
超
え
る
提
案
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
市
政
の
大
き
な
テ

ー
マ
で
あ
る
市
民
と
の
協
働

に
お
い
て
も
、
市
民
か
ら
28

件
に
上
る
具
体
的
な
政
策
提

案
が
あ
り
、
26
年
度
の
主
要

事
業
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
全

国
の
自
治
体
に
お
い
て
も
先

駆
的
事
例
で
あ
り
注
目
さ
れ

て
い
る
。
次
期
の
計
画
策
定

に
お
い
て
も
「
真
に
役
に
立

つ
職
員
の
人
財
育
成
」
を
そ

の
根
幹
に
据
え「
人
」を「
市

の
宝
」
と
し
、
職
員
が
意
気

高
く
誇
り
を
持
ち
、
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
更
な
る
取

り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

問	

26
年
度
の
組
織
・
職
員

の
配
置
と
職
の
公
募
制
の
結

果
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

健
康
・
予
防
日
本
一
、

中
心
市
街
地
活
性
化
や
土
地

利
用
等
の
ま
ち
づ
く
り
、
上

下
水
道
施
設
等
公
共
施
設
の

管
理
等
の
３
つ
の
分
野
に
部

長
級
の
理
事
を
配
置
す
る
。

「
お
茶
」「
サ
ッ
カ
ー
」
等
の

重
点
施
策
を
推
進
す
る
担
当

室
を
新
た
に
設
け
る
。
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
整
備
に
向
け

担
当
部
署
を
岡
部
支
所
に
移

し
、
ま
ず
環
境
影
響
評
価
の

着
実
な
実
施
を
図
り
た
い
。

職
の
公
募
制
に
つ
い
て
は
全

体
で
34
名
、
う
ち
女
性
職
員

は
６
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。

問	

市
長
の
目
指
す
４
Ｋ
の

推
進
に
つ
い
て
の
来
年
度
の

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答	

「
健
康
」
に
つ
い
て
は
、

「
こ
ど
も
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
」
に
小
学
６
年
生
を
新

た
に
加
え
る
。
市
立
総
合
病

院
で
は
、
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
と
し
て
放
射
線

治
療
装
置
（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）

を
更
新
、
病
院
情
報
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
て
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図

る
。

　
「
教
育
」
に
お
い
て
は
「
や

る
気
・
元
気
・
学
力
ア
ッ
プ

事
業
」
に
よ
り
家
で
の
学
習

環
境
を
向
上
さ
せ
、
子
ど
も

の
学
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
。

　
「
環
境
」
に
お
い
て
は
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

第
一
に
進
め
、「
危
機
管
理
」

に
つ
い
て
は
原
子
力
問
題
へ

の
対
応
を
５
市
２
町
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

問	

中
山
間
地
域
に
お
け
る

来
訪
、
定
住
拡
大
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。

答	

中
山
間
地
域
と
都
市
部

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め

「
滞
在
型
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」、「
せ
と
や
暮
ら
し

体
験
事
業
」
等
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
中
山
間
地
域
へ
の

移
住
、定
住
促
進
に
向
け「
空

き
家
バ
ン
ク
」
制
度
の
効
果

的
な
運
用
と
制
度
の
充
実
を

図
り
た
い
。

問　

来
訪
客
拡
大
の
た
め

の
26
年
度
の
シ
テ
ィ
・
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
。

答　

富
士
山
の
世
界
文
化

遺
産
登
録
は
静
岡
県
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
、

本
市
に
お
い
て
も
来
訪
者
の

拡
大
に
向
け
た
情
報
発
信
を

行
う
。
新
た
に
志
太
３
市
の

連
携
に
よ
る
旅
行
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
る
る
ぶ
」
に
特
集

号
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

海
外
に
向
け
て
は
、
特
に
台

湾
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を

拡
大
し
た
い
。

問	

市
立
総
合
病
院
第
２
次

中
期
経
営
計
画
の
経
営
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
第
１
次
中
期
経
営
計

画
に
お
い
て
は
平
成
24
年
度

に
は
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
へ
の
移
行
に
よ
る
経

営
形
態
の
見
直
し
も
行
い
、

代表質問
平
成
26
年
度
当
初
予
算
等

に
関
連
し
て

藤
　
新
　
会

渡
辺
恭
男
　
議
員

最
大
の
目
標
で
あ
る
平
成
25

年
度
の
黒
字
化
の
め
ど
が
つ

い
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
第

２
次
中
期
経
営
計
画
が
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
急
性
期
病
院

と
し
て
の
地
位
確
立
、
質
の

高
い
が
ん
医
療
体
制
の
提
供

な
ど
を
目
標
と
し
、
市
民
へ

安
心
・
安
全
な
医
療
を
提
供

し
、
一
層
信
頼
さ
れ
る
病
院

を
目
指
し
た
い
。

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
に
向
け
た
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
　
環
境
影
響
評
価
に
つ

い
て
の
方
法
書
を
近
々
県
に

提
出
す
る
。
具
体
的
な
施
設

計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、

関
係
機
関
と
綿
密
な
調
整
を

行
う
と
と
も
に
、
地
元
へ
は

丁
寧
な
説
明
、
誠
実
な
対
応

に
努
め
る
。

平成26年度当初予算関係資料
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問	

ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ

り
財
政
規
模
を
確
保
し
つ
つ
、

市
債
（
借
金
）
残
高
を
縮
減

さ
せ
、
財
政
調
整
基
金
（
預

金
）
を
積
み
立
て
て
き
た
の

か
伺
う
。

答	

私
が
市
長
に
就
任
し
た

平
成
20
年
度
当
初
予
算
は
旧

藤
枝
市
の
み
で
年
度
末
の
市

債
残
高
（
借
金
）
見
込
み
が
、

約
９
６
８
億
７
千
万
円
、
財

政
調
整
基
金
残
高
（
預
金
）

見
込
み
が
、
約
10
億
２
千
万

円
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
そ

の
後
旧
岡
部
町
と
の
合
併
に

よ
り
、
資
産
及
び
負
債
（
借

金
）
を
引
き
継
い
だ
が
、
平

成
26
年
度
当
初
予
算
見
込
み

で
は
、
市
債
残
高
が
、
約
８

６
３
億
１
千
万
円
、
財
政
調

整
基
金
残
高
が
、
約
50
億
円

問　

が
ん
に
強
い
病
院
と

し
て
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答	

志
太
榛
原
２
次
医
療
圏

で
唯
一
、
国
の
指
定
を
得
た

高
度
な
が
ん
治
療
に
取
り
組

む
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
」
で
あ
り
、
昨
年
10

月
に
は
放
射
線
治
療
の
常
勤

の
専
門
医
を
確
保
し
、
放
射

線
治
療
科
を
新
た
に
開
設
し

た
。
が
ん
治
療
の
３
本
柱
は
、

手
術
・
化
学
療
法
・
放
射
線

治
療
で
あ
り
、
麻
酔
科
医
・

外
科
医
の
充
実
に
よ
り
、
今

問	
障
害
者
の
公
共
施
設
無

料
化
制
度
の
促
進
施
策
と
、

受
け
入
れ
施
設
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

答	

無
料
化
の
実
施
に
当
た

っ
て
は
、
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー

を
公
共
施
設
や
障
害
福
祉
事

業
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、

広
報
ふ
じ
え
だ
で
も
制
度
の

開
始
を
広
く
周
知
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
障
害
者
団
体
の
会

議
な
ど
へ
の
市
か
ら
の
出

前
広
報
な
ど
を
通
じ
、
制
度

の
周
知
と
利
用
の
促
進
を
図

と
な
り
大
き
く
健
全
性
が
向

上
し
た
。

　

こ
の
要
因
は
、
職
員
が
常

日
頃
か
ら
、
全
事
業
の
総
点

検
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
実
施
し
、

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
一

般
財
源
を
残
し
、
そ
れ
を
財

源
に
新
規
市
債
の
発
行
見
送

り
や
、
繰
上
償
還
を
行
う
と

と
も
に
、
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
み
立
て
に
も
で
き
る
限

り
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

後
も
手
術
件
数
が
伸
び
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
地

域
住
民
の
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
患
者
の
体
へ
の
負
担

の
少
な
い
放
射
線
治
療
の
充

実
が
、
大
変
重
要
視
さ
れ
て

き
て
い
る
た
め
、
精
度
が
高

く
、
安
心
・
安
全
な
放
射
線

治
療
を
提
供
で
き
る
装
置
の

更
新
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
ほ
か
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
や

分
子
標
的
治
療
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
質
の
高
い
が

ん
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

る
。
ま
た
、
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
提
示
が
し
に
く
い
と

の
声
に
、手
帳
に
代
わ
る
「
無

料
パ
ス
」
を
発
行
し
て
い
く
。

そ
し
て
受
け
入
れ
施
設
に
お

い
て
は
「
ゆ
ら
く
」
や
「
玉

露
の
里
」
な
ど
、
す
で
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
あ
る
が
、

今
後
利
用
者
の
声
を
聴
く
中

で
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

わ
れ
る
。
第
２
期
計
画
で
は

区
域
を
青
木
地
区
・
駅
前
地

区
・
駅
南
地
区
の
３
つ
の
エ

リ
ア
に
分
け
、
個
性
と
特
色

の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

問	

藤
枝
市
が
民
間
か
ら
魅

力
あ
る
都
市
と
認
め
ら
れ
て

い
る
理
由
と
、
今
後
の
推
進

に
つ
い
て
伺
う
。

答	

第
１
期
中
心
市
街
地
活

性
化
計
画
に
お
け
る
実
績
と

成
果
に
よ
る
も
の
で
、
第
１

期
計
画
で
は
、
都
市
公
園
を

は
じ
め
民
間
活
力
導
入
に
よ

り
図
書
館
や
映
画
館
等
の
文

化
・
学
習
施
設
の
整
備
を
進

め
た
結
果
、
子
育
て
世
代
を

中
心
に
本
市
が「
住
む
場
所
」

と
し
て
選
ば
れ
る
大
き
な
理

由
と
な
っ
て
お
り
、
各
民
間

事
業
者
に
お
い
て
も
、
相
次

ぐ
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
大
き

な
動
機
付
け
に
な
っ
た
と
思

問	

北
海
道
恵
庭
市
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん

だ
、
市
長
の
所
見
と
感
想
を

伺
う
。

答	

本
市
は
、
応
急
対
策
及

び
復
旧
対
策
が
円
滑
に
遂
行

さ
れ
る
よ
う
、
今
回
の
、
北

の
北
海
道
恵
庭
市
、
日
本
海

側
の
石
川
県
白
山
市
、
首
都

圏
の
埼
玉
県
深
谷
市
、
南
の

沖
縄
県
宮
古
島
市
と
そ
れ
ぞ

れ
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

都
市
は
、
全
国
の
ど
こ
で
災

害
が
発
生
し
て
も
す
べ
て
が

同
時
に
被
災
す
る
こ
と
は
、

極
め
て
考
え
に
く
い
場
所
に

位
置
し
て
お
り
、
有
事
の
際

は
迅
速
な
応
援
が
可
能
と
な

る
。

問	

ど
の
よ
う
な
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
予
定
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

教
職
員
が
行
う
校
務
事

務
の
時
間
の
多
く
は
、
児
童

生
徒
の
学
習
や
行
動
の
評
価

に
関
す
る
処
理
・
管
理
及
び

通
知
表
や
指
導
要
録
の
作
成

事
務
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
校
務
事
務
の
負
担

と
非
効
率
を
軽
減
し
、
創
り

だ
さ
れ
た
時
間
を
教
職
員
の

「
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
」
や
「
授
業
準
備
の
時
間
」

の
確
保
に
あ
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

代表質問

新
た
な
危
機
管
理
体
制
に

つ
い
て

学
校
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

岡
村
好
男
　
議
員

市
財
政
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

市
立
総
合
病
院
の
今
後
の

目
指
す
姿
に
つ
い
て

障
害
者
支
援
に
つ
い
て

藤枝市立総合病院
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問	

町
内
会
の
回
覧
板
を
利

用
し
て
選
挙
活
動
を
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
か
。

答	

自
ず
と
考
慮
す
べ
き
事

柄
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問	

公
務
員
に
選
挙
活
動
の

自
由
は
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、

た
だ
し
公
務
員
は
「
そ
の
地

位
を
利
用
し
て
」
選
挙
活
動

を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
自
治
会
長
は
公
務
員

特
別
職
で
あ
り
、
自
分
の
自

治
会
で
選
挙
活
動
を
す
れ
ば

地
位
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
各
地
で

や
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
違
法

で
は
な
い
か
。

答	

自
治
会
長
は
自
治
協
力

委
員
で
あ
り
、
非
常
勤
公
務

員
特
別
職
で
あ
る
。
公
務
員

た
る
地
位
の
利
用
も
含
め
て
、

選
挙
に
は
慎
重
な
行
動
を
と

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
「
自
治
会
ぐ
る
み

選
挙
」
は
場
合
に
よ
っ
て
は
、

特
定
の
候
補
者
へ
の
投
票
の

強
要
や
自
由
な
選
挙
運
動
へ

の
圧
迫
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

問	

生
ご
み
堆
肥
化
区
域
が

１
年
前
倒
し
の
４
年
で
１
万

世
帯
に
な
る
見
込
み
で
、
燃

や
す
ご
み
を
半
分
に
す
る
可

能
性
が
見
え
て
き
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
志
広
組

全
体
に
広
が
れ
ば
、
７
年
後

く
ら
い
に
は
新
清
掃
工
場
の

建
設
費
を
50
億
円
節
減
す
る

こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。

答	

本
市
は
24
年
度
３
・
６

％
、
25
年
度
は
１
月
末
ま
で

に
４
・
７
％
減
量
し
た
。
し

か
し
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
２
市
か
ら
発
生
す
る
事

業
系
一
般
ご
み
も
処
理
基
本

計
画
通
り
削
減
す
る
こ
と
を

前
提
に
２
３
０
ト
ン
処
理
を

決
め
て
お
り
、
ま
ず
は
こ
の

計
画
を
達
成
す
る
こ
と
に
志

広
組
と
協
力
し
て
い
き
た
い
。

問	

福
島
で
は
終
息
ど
こ
ろ

か
事
故
は
深
刻
化
し
原
因
す

ら
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
中

電
は
再
稼
働
を
急
い
で
い
る

が
、
こ
の
時
点
で
市
長
の
見

解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

問	

第
２
次
中
期
経
営
計
画

で
も
市
民
が
必
要
と
す
る
医

療
を
提
供
す
る
病
院
づ
く
り

に
つ
い
て
、
絶
え
ず
議
論
と

検
証
が
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

問	

し
か
し
、
そ
う
い
う
が

２
万
世
帯
ま
で
あ
と
４
～
５

年
で
で
き
る
と
な
れ
ば
、
燃

や
す
ご
み
を
半
分
に
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
新
工

場
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
造

る
こ
と
が
受
入
れ
先
に
と
っ

て
重
要
で
は
な
い
か
。

答	

本
市
の
ご
み
減
量
施
策

を
評
価
す
る
声
を
多
数
い
た

だ
い
て
お
り
、
施
設
規
模
に

つ
い
て
は
ご
理
解
い
た
だ
け

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問	

そ
れ
は
違
う
の
で
は
な

い
か
。
候
補
地
の
仮
宿
の
み

な
さ
ん
は
ま
だ
施
設
規
模
は

受
け
入
れ
て
い
な
い
筈
だ
。

答	
２
３
０
ト
ン
と
い
う
計

画
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
建
設
の

直
前
ま
で
ご
み
減
量
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
な

施
設
に
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

答	

中
電
が
万
全
の
安
全
対

策
を
や
る
の
は
当
然
の
責
務

で
あ
る
。
審
査
は
地
震
と
津

波
が
及
ぼ
す
影
響
が
完
全
に

検
証
さ
れ
、
万
全
で
あ
る
こ

と
が
地
域
住
民
に
も
理
解
さ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

た
と
え
安
全
審
査
を
終
え

た
と
し
て
も
、
県
及
び
関
係

周
辺
自
治
体
の
合
意
、
何
よ

り
も
地
域
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
限
り
再
稼
働
は
あ

り
え
な
い
と
私
は
考
え
る
。

問	

96
万
人
も
の
人
が
住
む

31
キ
ロ
圏
の
住
民
避
難
計
画

な
ど
つ
く
れ
る
は
ず
は
な
い
。

避
難
計
画
が
つ
く
れ
な
い
な

ら
廃
炉
し
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答	

率
直
に
避
難
計
画
づ
く

り
で
苦
し
ん
で
い
る
が
、
何

と
か
つ
く
る
し
か
な
い
。

代表質問
公
正
な
選
挙
で
市
民
の
負

託
に
応
え
る
議
会
に

燃
や
す
ご
み
を
半
分
に
し

て
、
新
清
掃
工
場
建
設
費

50
億
円
の
節
減
を

浜
岡
原
発
の
再
稼
働
は
許

さ
れ
る
か

市
立
病
院
の
第
２
次
中
期

経
営
計
画
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

大
石
信
生
　
議
員

答	

第
１
次
で
経
営
は
改
善

し
た
。
26
年
度
か
ら
の
第
２

次
で
も
信
頼
感
を
高
め
、
市

民
・
患
者
目
線
で
、
質
が
高

く
、
患
者
の
声
に
基
づ
く
改

善
、
接
遇
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。
こ
の
議
論
と
検
証
は

定
期
的
に
行
っ
て
い
く
。

問	

第
２
次
で
は
急
性
期
の

病
院
へ
の
特
化
と
共
に
、
入

院
期
間
の
さ
ら
な
る
短
縮
も

目
標
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
市
民
が
早
く
病
院
か

ら
出
さ
れ
る
な
ど
市
民
と
の

間
で
矛
盾
と
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

答	

当
院
で
は
高
度
な
医
療

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

入
院
期
間
が
短
縮
し
た
。
入

院
期
間
の
短
縮
は
患
者
の
心

身
の
負
担
軽
減
、
急
性
期
医

療
を
必
要
と
す
る
多
く
の
患

者
に
入
院
治
療
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
市
民
が
頼
り
に
す

る
病
院
に
つ
な
が
る
。

問	

２
０
２
５
年
に
は
超
高

齢
社
会
が
来
る
と
予
測
さ
れ
、

こ
れ
に
ど
う
備
え
る
か
。
い

っ
た
ん
廃
止
し
た
療
養
病
床

の
復
活
も
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答	

高
齢
化
の
急
速
な
進
展

に
伴
い
、
高
齢
患
者
が
増
加

し
、
今
後
も
増
加
が
予
想
さ

れ
る
。
加
え
て
、
慢
性
的
な

医
師
不
足
や
医
療
の
高
度

化
・
細
分
化
な
ど
の
影
響
で
、

「
病
院
完
結
型
医
療
」
で
は

対
応
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、

地
域
内
の
医
療
機
関
が
相
互

に
連
携
し
て
「
地
域
完
結
型

医
療
」
を
め
ざ
す
こ
と
が
急

務
に
な
っ
て
い
る
。
当
院
は

医
療
難
民
を
出
さ
な
い
た
め
、

病
病
連
携
や
病
診
連
携
を
強

化
、
充
実
す
る
中
で
、
急
性

期
病
院
と
し
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

藤岡地区収集風景
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問	

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ

い
て
、
市
債
残
高
を
着
実
に

減
ら
し
、
目
標
を
２
年
前
倒

し
で
達
成
し
て
い
る
一
方
で
、

市
債
に
お
け
る
臨
時
財
政
対

策
債
の
割
合
が
増
加
し
て
い

る
。
実
質
的
な
地
方
交
付
税

と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答	

実
質
的
な
地
方
交
付
税

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
活
用
す

る
こ
と
が
、
他
の
交
付
税
措

置
の
な
い
市
債
を
借
入
す
る

よ
り
、
本
市
の
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
う
え
で
有
利
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
を
や
み
く
も
に

増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
本

市
と
し
て
も
決
し
て
良
い
こ

と
と
は
考
え
て
い
な
い
。
毎

年
交
付
税
の
中
に
償
還
額
と

利
子
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
り
、
今
の

と
こ
ろ
本
市
の
負
担
が
増
加

す
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
今
後
も
そ
の
よ

う
な
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問	

藤
枝
市
制
60
周
年
事
業

費
中
、
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
タ

ウ
ン
ふ
じ
え
だ
事
業
費
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

答	

子
ど
も
た
ち
が
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
の
手

で
つ
く
り
だ
す
と
い
う
疑
似

体
験
を
通
し
て
、
社
会
の
仕

組
み
を
知
る
体
験
が
で
き
る

こ
と
や
、
小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
異

年
齢
集
団
の
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
課
題
解

決
力
等
の
育
成
に
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問	

地
域
生
活
支
援
事
業
費

中
、
相
談
支
援
事
業
費
に
つ

い
て
、
委
託
先
と
相
談
支
援

員
３
名
の
配
置
等
に
つ
い
て

伺
う
。

答	

公
募
に
よ
り
４
つ
の
事

業
所
か
ら
応
募
が
あ
り
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
審
査
を
経
て
、
社
会
福
祉

法
人
天
竜
厚
生
会
を
委
託
先

と
し
て
選
定
し
た
。
相
談
支

援
員
３
名
の
う
ち
１
名
の
統

括
相
談
員
は
、
市
の
自
立
支

援
課
に
常
駐
し
、
他
の
２
名

は
天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア
藤

枝
の
相
談
支
援
事
業
所
に
配

置
し
、
自
立
支
援
課
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
相
談
支
援
体

制
を
進
め
て
い
く
。

問	

農
業
振
興
費
に
つ
い
て
、

就
農
者
問
題
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
は
農
業
問
題
の
根
本

で
あ
り
、
重
要
な
問
題
で
あ

る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答	

藤
枝
市
の
農
業
振
興
を

図
る
う
え
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
『
集
約
化
・
効
率
化
』、『
高

品
質
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
』、『
多

面
的
機
能
の
強
化
』
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

基
本
と
す
る
中
で
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
就
農

者
の
増
加
に
つ
な
が
る
担
い

手
の
確
保
や
育
成
及
び
耕
作

放
棄
地
の
解
消
は
重
要
な
問

題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
今

後
も
重
要
施
策
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

問	

路
線
バ
ス
維
持
費
補
助

金
に
つ
い
て
、
路
線
バ
ス
を

維
持
す
る
目
的
で
補
助
金
を

出
し
て
い
な
が
ら
、
バ
ス
が

減
便
さ
れ
て
い
る
状
況
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
う
。

答	

バ
ス
事
業
者
は
、
少
し

で
も
収
支
率
が
上
が
る
よ
う

に
、
利
用
者
の
状
況
に
あ
わ

せ
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら

効
率
的
な
運
行
ダ
イ
ヤ
に
変

え
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
補
助
金
は
そ
う
し
た
努

力
の
後
で
も
、
赤
字
が
解
消

さ
れ
て
い
な
い
部
分
を
補
填

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

市
と
バ
ス
事
業
者
の
両
者
で

市
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、

路
線
バ
ス
の
維
持
に
努
め
て

い
く
。

問	

三
市
校
務
支
援
事
務
共

同
化
事
業
費
に
つ
い
て
、
３

市
の
連
携
や
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
伺
う
。

答	

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
は
３
市
で
協
議
会
を
設

置
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

本
事
業
は
、
県
市
町
村
振
興

協
会
の
市
町
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
推
進
事
業
費
助
成
金
を
活

用
す
る
た
め
、
最
低
３
年
間

は
研
究
を
続
け
、
そ
の
内
容

を
成
果
と
し
て
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
後
の
教
員
の

子
供
と
向
き
合
う
時
間
の
増

加
や
授
業
、
教
育
の
質
の
向

上
、
広
域
で
の
導
入
メ
リ
ッ

ト
な
ど
、
導
入
後
も
３
市
で

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

予
算
特
別
委
員
会

　

２
月
定
例
会
で
は
、
３
月
６
日
、
７
日
、
10
日
、
11
日
の
４
日
間
で
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
を
一
括
し
て
審
査
し
ま
し
た
。
１
日
目
か
ら

３
日
目
は
、
各
常
任
委
員
会
所
管
の
議
案
ご
と
に
審
査
し
、
４
日
目
は
全
体
を
通
し
て
の
質
疑
を
行

い
、
そ
の
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
決
算
特
別
委
員
会
か
ら
市
長
に
提
言
し
た
内
容
の
新
年
度
予
算
へ
の
反
映
状
況
に
つ

い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
主
な
質
疑
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
藤
枝
市

一
般
会
計
予
算

60周年ロゴマーク
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問	

農
業
集
落
排
水
施
設
使

用
料
に
つ
い
て
、
西
北
地
区

の
農
業
集
落
排
水
加
入
率
の

現
状
と
26
年
度
の
見
込
み
を

伺
う
。

答	

現
状
は
65
％
の
加
入
率

と
な
っ
て
い
る
。

　

26
年
度
は
３
９
４
軒
中

２
７
０
軒
、
68
・
５
％
の
加

入
を
目
標
に
地
域
の
方
々
へ

協
力
を
依
頼
し
て
い
く
。

問	

土
地
開
発
公
社
廃
止
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答	

25
年
度
に
予
定
し
て
い

た
土
地
の
市
の
買
い
戻
し
分

に
つ
い
て
、
駅
前
１
丁
目
８

問	

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

開
発
費
に
つ
い
て
、
新
シ
ス

テ
ム
と
旧
シ
ス
テ
ム
の
違
い

と
導
入
に
よ
る
効
果
、
特
に

職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て
伺
う
。

答	

８
年
前
に
導
入
し
た
旧

シ
ス
テ
ム
は
、
基
本
ソ
フ
ト

に
病
院
側
の
要
望
、
要
求
等

を
反
映
さ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
、
い
わ
ゆ
る
改
造
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
新
シ
ス
テ
ム

は
、
最
初
か
ら
必
要
な
ソ
フ

ト
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
入
院
部

門
に
加
え
、
外
来
部
門
も
電

子
カ
ル
テ
で
運
用
す
る
こ
と

が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
そ

の
効
果
は
、
処
理
能
力
が
早

く
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
カ

ル
テ
搬
送
の
委
託
費
が
軽
減

さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
在
の

カ
ル
テ
保
管
場
所
が
有
効
に

活
用
で
き
る
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
看
護
師
の
業
務
負

担
増
の
要
因
と
な
っ
て
い
る

電
子
カ
ル
テ
入
力
作
業
が
軽

減
さ
れ
る
こ
と
で
、
疲
労
な

ど
心
身
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

問	

人
口
の
増
加
に
よ
り
年

間
給
水
件
数
が
０
・
８
％
増

え
て
い
る
の
に
、
給
水
量
が

２
・
６
％
の
減
と
な
っ
て
い

る
が
、
給
水
量
が
年
々
減
っ

て
き
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

答	

生
活
の
様
式
が
変
わ
り
、

節
水
型
の
様
々
な
機
器
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要

因
だ
と
考
え
て
い
る
。

街
区
の
土
地
、
西
高
跡
地
は

半
分
の
土
地
が
、
補
助
金
等

の
関
係
か
ら
26
年
度
へ
送
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。
事
業
進

捗
は
少
し
遅
れ
て
い
る
が
廃

止
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
状

況
で
あ
る
。

26
年
度
末
ま
で
に
、
30
床
の

増
床
整
備
を
完
了
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
青
島

地
区
に
２
ユ
ニ
ッ
ト
18
床
の

整
備
が
決
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
待
機
者
の
状
況
は
、

25
年
１
月
現
在
の
県
調
査
に

よ
る
と
、
本
市
に
お
い
て
施

設
等
の
入
所
が
優
先
さ
れ
る

と
い
う
方
が
76
名
と
な
っ
て

い
る
。
高
齢
者
人
口
の
増
加

と
と
も
に
、
介
護
認
定
者
も

増
え
て
い
る
現
状
か
ら
す
る

と
、
ま
だ
ま
だ
解
消
に
は
至

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

平
成
26
年
度
藤
枝
市

土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

平
成
26
年
度
藤
枝
市

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

平
成
26
年
度
藤
枝
市

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

平
成
26
年
度
藤
枝
市

病
院
事
業
会
計
予
算

平
成
26
年
度
藤
枝
市

水
道
事
業
会
計
予
算

問	

保
険
給
付
費
に
つ
い
て
、

第
５
次
ふ
じ
え
だ
介
護
福
祉

ぷ
ら
ん
21
で
の
施
設
整
備
の

状
況
と
施
設
入
所
待
機
者
の

推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
愛
華
の
郷
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
三
愛
会
が
、

平
成
26
年
度
藤
枝
市

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予算特別委員会

問	

特
定
健
康
診
査
等
事
業

費
に
つ
い
て
、
増
額
と
な
っ

て
い
る
要
因
を
伺
う
。

答	

受
診
者
数
の
見
込
み
に

つ
い
て
、
25
年
度
は
前
年
比

２
０
０
人
増
で
あ
り
、
ま

た
、
こ
こ
数
年
増
え
て
い
る

実
績
を
踏
ま
え
、
26
年
度
は

２
０
０
人
増
と
試
算
し
た
。

　

な
お
、
特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
は
、
24
年
度
が
47
・

２
％
で
県
内
４
位
と
な
り
、

25
年
度
に
お
い
て
は
、
受
診

者
が
２
０
０
人
増
、
被
保
険

者
が
減
と
な
り
受
診
率
が

47
・
２
％
を
超
え
る
こ
と
が

想
定
で
き
、
25
年
度
か
ら
第

２
期
の
事
業
計
画
期
間
に
お

い
て
は
、
目
標
受
診
率
を
達

成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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各常任委員会で行われた平成25年度補正予算や条例改正などの
審査の中から主な質疑の内容をお知らせします。常任委員会の審査

「
平
成
25
年
度
藤
枝
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

問	
財
政
調
整
基
金
費
に
つ
い
て
、
今
回
の
積
み
立
て
に

よ
っ
て
68
億
３
０
０
０
万
円
と
な
る
が
、
県
内
で
は
ど
の

く
ら
い
の
位
置
に
あ
る
の
か
。

答	

平
成
24
年
度
の
実
績
で
対
比
す
る
と
静
岡
市
が
約

86
億
円
、
浜
松
市
が
約
１
５
０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
藤

枝
市
は
こ
う
し
た
状
況
と
比
較
す
る
と
県
内
で
４
番
目
く

ら
い
の
水
準
に
な
る
。

「
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
」

問	

消
費
税
増
税
に
伴
う
使
用
料
の
影
響
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

一
般
会
計
全
体
で
は
、
歳
入
で
約
２
２
０
万
円
で
あ

る
が
、
う
ち
使
用
料
分
の
消
費
税
影
響
額
は
約
１
２
７
万

円
で
あ
る
。

問	

指
定
管
理
料
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

全
24
施
設
の
指
定
管
理
者
の
う
ち
、
瀬
戸
谷
温
泉

ゆ
ら
く
、
駅
南
自
転
車
駐
輪
場
、
入
野
及
び
桂
島
集

会
場
の
４
施
設

に
つ
い
て
は
指

定
管
理
料
を
支

払
っ
て
い
な
い
。

残
り
20
施
設
の

指
定
管
理
料
の

消
費
税
増
税
の

影
響
額
は
平
成

26
年
度
予
算
で

約
１
５
０
０
万

円
を
見
込
ん
で

い
る
。

総
務
文
教
委
員
会

「
平
成
25
年
度
藤
枝
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

問	

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費
中
、
地
域
支
え
合

い
体
制
づ
く
り
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

答	

地
域
の
人
達
が
交
流
す
る
た
め
の
居
場
所
づ
く
り
の

支
援
で
あ
り
、『
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
・
藤
枝
分
会
・

ほ
っ
と
会
』
が
空
き
家
を
活
用
し
た
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。

問	

空
き
家
の
活
用
に
お
い
て
、
維
持
管
理
、
防
災
面
を

含
め
ど
う
指
導
し
て
い
く
の
か
。

答	

こ
の
事
業
は
、
居
場
所
づ
く
り
の
立
ち
上
げ
時
の
支

援
で
あ
り
、
光
熱
費
等
の
維
持
費
の
支
援
は
な
い
。
ま
た
、

空
き
家
対
策
は
、防
災
面
を
含
め
、市
全
体
の
課
題
で
あ
る
。

問	

健
康
診
査
費
で
胃
が
ん
検
診
の
不
用
額
が
多
く
な
っ

て
い
る
が
、
特
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
現
在
ま
で
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答	
胃
が
ん
検
診
は
、
40
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み

の
節
目
年
齢
と
76
歳
以
上
の
人
に
個
人
通
知
を
郵
送
し
、

希
望
者
に
対
し
て
検
査
し
て
い
る
。
全
体
受
診
率
は
24
．

７
％
、
そ
の
う
ち
76
歳
以
上
の
受
診
率
は
５
割
と
予
測
し

て
い
た
が
28
．
８
％
で
あ
っ
た
。
伸
び
な
か
っ
た
理
由
と

し
て
、
過
去
に
除
菌
治

療
歴
が
あ
っ
た
り
、
薬

を
服
用
中
な
ど
で
確
か

な
検
査
結
果
が
出
な
い

対
象
者
を
問
診
で
除
外

と
し
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

健
康
福
祉
委
員
会

「
平
成
25
年
度
藤
枝
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）」

問	

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費
に
つ
い
て
、
有
害
鳥
獣
が
増

加
し
て
い
る
中
で
、
事
業
費
を
減
額
す
る
理
由
を
伺
う
。

答	

本
事
業
は
、
地
区
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
イ
ノ
シ
シ

対
策
用
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
に
対
し
国
庫
補
助
に
よ
り

原
材
料
費
の
支
給
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
25
年
度
は
２
地

区
を
予
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
、
１
地
区
に
お
い
て
、

地
元
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
採
択
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
、
実
施
を
見
送
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

「
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
」

問	

「
藤
枝
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」、
月
を
ま
た
い
で
定
期
券
を
買
う
場

合
の
料
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

定
期
券
の
販
売
は
月
単
位
で
あ
り
、
月
を
ま
た
い

だ
期
間
の
定
期
券
は
販
売
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
に
販
売
し
た
４
月
以
降
を
含
め
た
長
い
期
間
の
定

期
券
に
つ
い
て
、
追
加
の
料
金
を
い
た
だ
く
こ
と
は
な
い
。

建
設
経
済
環
境
委
員
会

侵入防止策設置の様子
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賛
成	

平
成
26
年
度
は
「
第
５

次
藤
枝
市
総
合
計
画
前
期
計
画

の
４
年
目
に
あ
た
り
、
目
標
に

向
け
た
成
果
を
着
実
に
達
成
し

て
い
く
大
事
な
年
で
あ
る
と
と

も
に
、
市
制
施
行
60
年
と
い
う

節
目
の
年
で
も
あ
り
、
未
来
へ

続
く
藤
枝
市
の
た
め
に
も
各
分

野
別
に
掲
げ
た
各
施
策
を
着
実

に
実
行
し
、「
選
ば
れ
る
ま
ち

藤
枝
」
へ
と
つ
な
が
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
大
事
な
年
に
、
過
去
最

大
の
予
算
規
模
を
確
保
し
、
市

民
が
ま
さ
に
必
要
と
す
る
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
を
的
確
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
市
長
が

取
り
組
ん
で
き
た
三
位
一
体
の

財
政
運
営
方
針
に
よ
り
、
さ

ら
に
財
政
の
健
全
性
が
加
速
す

る
こ
と
は
、
市
民
誰
も
が
本
市

の
未
来
に
希
望
が
持
て
る
も
の

と
大
変
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
賛
成
す
る
。

お
り
、
や
む
を
得
な
い
対
応

で
あ
る
と
理
解
す
る
。

　

今
後
、
各
施
設
等
に
係
る

経
費
の
節
減
と
と
も
に
、
更

な
る
サ
ー
ビ
ス
や
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
賛
成
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

藤
枝
市
民
会
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

藤
枝
市
岡
部
宿
大
旅
籠
柏
屋

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例藤
枝
市
営
バ
ス
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

藤
枝
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

藤
枝
市
簡
易
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

藤
枝
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

税
率
引
上
げ
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

２
月
定
例
会
で
は
、
賛
否
の

分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
反

対
・
賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

反
対	

負
担
増
か
医
療
費
を

使
う
事
を
我
慢
す
る
か
と
い

わ
ん
ば
か
り
の
制
度
の
仕
組

み
自
体
を
改
め
な
け
れ
ば
今

本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。

長
生
き
す
る
ほ
ど
辛
く
な
る

こ
の
制
度
は
、
消
費
税
増
税
、

頼
み
の
年
金
が
減
ら
さ
れ
る

今
年
こ
そ
廃
止
す
べ
き
で
あ

り
、
反
対
す
る
。

賛
成	

こ
の
制
度
は
、
現
役

世
代
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
国
民
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

本
予
算
は
広
域
連
合
で
賦
課

決
定
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
い

て
、
各
市
町
で
徴
収
し
、
広

域
連
合
に
納
付
す
る
も
の
で

あ
る
。
今
後
も
、
市
と
広
域

連
合
と
が
連
携
を
図
り
、
本

制
度
の
利
用
者
の
声
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
、
必
要
な

改
善
を
行

い
な
が
ら
、

適
切
な
運

営
が
行
わ

れ
る
こ
と

を
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

本
会
議
の

討
論

反
対	

過
去
最
大
の
積
極
型

予
算
と
な
っ
て
お
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
切
る
も
の
で
の

編
成
と
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
市
債
残
高
を
前
倒
し
で

目
標
を
達
成
し
た
こ
と
な
ど

は
評
価
す
る
が
、
国
民
の
給

与
所
得
は
17
カ
月
連
続
で
減

り
年
金
も
減
る
、
一
方
で
負

担
ば
か
り
が
の
し
か
か
っ
て

い
る
。
と
て
も
景
気
が
よ
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を

大
多
数
が
持
て
な
い
状
況
を

見
れ
ば
、
消
費
税
法
の
附
則

第
18
条
の
規
定
に
、
内
閣
の

判
断
で
増
税
の
延
期
や
中
止

が
で
き
る
と
い
う
法
的
根
拠

が
あ
り
、「
今
か
ら
で
も
中

止
で
き
る
」
と
い
う
中
で
、

増
税
あ
り
き
の
予
算
編
成
は

市
民
の
立
場
か
ら
み
て
見
過

ご
せ
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対	

消
費
税
の
転
嫁
の
仕

方
は
、
市
民
生
活
を
考
慮
し

て
、
最
大
限
抑
制
的
で
あ
り

よ
く
精
査
さ
れ
て
い
る
が
、

消
費
税
大
増
税
は
、
景
気
を

悪
く
す
る
こ
と
で
税
収
全
体

を
落
ち
込
ま
せ
、
財
政
や
福

祉
も
悪
く
す
る
も
の
で
、
す

で
に
実
証
さ
れ
て
い
る
。
消

費
税
増
税
は
中
止
以
外
に
あ

り
え
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、

反
対
す
る
。

賛
成　

本
年
４
月
１
日
よ

り
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
税
負
担
の

適
切
な
転
嫁
を
行
う
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

　

消
費
税
法
の
趣
旨
か
ら
は
、

公
の
施
設
と
い
え
ど
も
、
そ

の
利
用
に
係
る
使
用
料
等
に

つ
い
て
は
、
適
切
に
転
嫁
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
本
市
に
お
い
て

は
、
市
民
負
担
が
増
加
す
る

こ
と
に
対
し
最
大
限
に
配
慮

し
た
上
で
料
金
設
定
さ
れ
て

『「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
』
の
採

択
を
求
め
る
請
願

詳
し
く
は
藤
枝
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

賛成反対
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第2号議案 平成26年度藤枝市国民健康保険事業特別会計予算
第3号議案 平成26年度藤枝市簡易水道事業特別会計予算
第4号議案 平成26年度藤枝市土地取得特別会計予算
第5号議案 平成26年度藤枝市公共下水道事業特別会計予算
第6号議案 平成26年度藤枝市駐車場事業特別会計予算
第7号議案 平成26年度藤枝市農業集落排水事業特別会計予算
第8号議案 平成26年度藤枝市介護保険特別会計予算
第10号議案 平成26年度藤枝市病院事業会計予算
第11号議案 平成26年度藤枝市水道事業会計予算
第12号議案 平成25年度藤枝市一般会計補正予算（第4号）
第13号議案 平成25年度藤枝市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）
第14号議案 平成25年度藤枝市土地取得特別会計補正予算（第1号）
第15号議案 平成25年度藤枝市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
第16号議案 平成25年度藤枝市駐車場事業特別会計補正予算（第1号)
第17号議案 平成25年度藤枝市介護保険特別会計補正予算（第2号）
第18号議案 平成25年度藤枝市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
第19号議案 平成25年度藤枝市病院事業会計補正予算（第2号）
第20号議案 平成25年度藤枝市水道事業会計補正予算（第1号）
第21号議案 藤枝市職員定数条例の一部を改正する条例
第22号議案 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
第23号議案 藤枝市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
第24号議案 藤枝市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例
第25号議案 藤枝市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例
第26号議案 藤枝市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
第27号議案 藤枝市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
第29号議案 藤枝市国際観光ホテル等に係る固定資産税の課税の特例に関する条例
第32号議案 藤枝市社会教育委員条例の一部を改正する条例
第33号議案 藤枝市教育委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
第34号議案 藤枝市障害程度認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例
第35号議案 藤枝市病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例
第37号議案 藤枝市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
第38号議案 藤枝市水道事業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例
第41号議案 藤枝市公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例
第43号議案 市道路線の廃止について
第44号議案 市道路線の廃止について
第45号議案 市道路線の廃止について
第46号議案 市道路線の認定について
第47号議案 市道路線の認定について
第48号議案 市道路線の認定について
第49号議案 市道路線の認定について
第50号議案 市道路線の認定について
第51号議案 市有財産（土地）の取得について
第52号議案 平成25年度藤枝市一般会計補正予算（第5号）
第53号議案 平成25年度藤枝市公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）
第54号議案 平成26年度藤枝市一般会計補正予算（第1号）
第55号議案 平成26年度藤枝市公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）
第56号議案 監査委員の選任について
発議案第37号 リニア中央新幹線建設に伴う大井川河川流量減少予測への対応に関する意見書
発議案第38号 藤枝市議会基本条例
発議案第39号 藤枝市議会委員会条例の一部を改正する条例
発議案第40号 最低賃金大幅引き上げと中小企業支援の拡充を求める意見書

２月定例会で審議された議案等
　◆全会一致・全員一致で原案可決・同意◆
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議案番号

議員名（議席順）

案件・結果

石
井
通
春

大
石
信
生

志
村
富
子

大
石
保
幸

小
林
和
彦

槇
原
正
昭

萩
原
麻
夫

薮
﨑
幸
裕

天
野
正
孝

岡
村
好
男

向
島
春
江

奥
村
祥
久

杉
山
猛
志

遠
藤　

孝

臼
井
郁
夫

植
田
裕
明

池
谷　

潔

渡
辺
恭
男

池
田　

博

　
　

正
義

水
野　

明

第1号議案 平成26年度藤枝市
一般会計予算

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第9号議案
平成26年度藤枝市
後期高齢者医療特別
会計予算

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第28号議案
消費税及び地方消費税の
税率引上げに伴う関係条
例の整理に関する条例

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第30号議案 藤枝市民会館条例の一部
を改正する条例

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第31号議案
藤枝市岡部宿
大旅籠柏屋条例の一部を
改正する条例

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第36号議案
藤枝市営バスの設置及び
管理に関する条例の一部
を改正する条例

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第39号議案 藤枝市水道事業給水条例
の一部を改正する条例

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第40号議案 藤枝市簡易水道条例の
一部を改正する条例

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

第42号議案 藤枝市下水道条例の一部
を改正する条例

可
決× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

請第5号
『「特定秘密保護法」の
廃止を求める意見書』の
採択を求める請願

不
採
択
○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ※

　◆賛否の分かれた議案◆ ○賛成　×反対

※議長は採決には加われません。
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行政について

	・新年度予算における安全安心なまちづくり	 … 13

	・瀬戸川中流域の安全と環境保全について	……… 13

	・選ばれるまち・藤枝の成果と今後の展望について	 13

・内陸フロンティア構想の進行と周辺中山間地域の整備について	… 14

・交通政策基本法の成立で市内の公共交通の今後について	… 14

・花倉城と今川氏について	………………………… 14

・非住家屋（空き家）対策について	……………… 15

・子育てしやすいまち藤枝づくり	………………… 15

・市税等の滞納整理について	……………………… 15

・青島地区のまちづくりについて	………………… 15

・見守りと救急情報の把握について	……………… 16

・市民協働の新たな仕組み「クラウドファンディング」について	… 16

・藤枝市のスポーツ振興について	………………… 16

２月定例会では、１０名の議員が市政全般について質問しました。
ここでは、その要旨を掲載いたします。（掲載順は質問順です。）I N D E X一 般 質 問

議員故 百瀬 潔

危機管理について

・再生可能エネルギーの導入及び活用について… 14

・消防団の処遇改善等について…………………… 16

教育について

・新年度予算での子育て支援の充実について…… 13

・藤枝市の教育について…………………………… 17

・子ども・子育て支援新制度本格実施までに市がすべきこと	… 17

●
監
査
委
員

　

鈴
木
正
和
さ
ん
（
泉
町
）

次
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
、
本
議
会
は
、
同
意
し

ま
し
た
。

人
　
事
　
案
　
件

　

百
瀬
潔
議
員
（
60
歳
）
は
、
本
年
３

月
14
日
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
は
、
こ
こ
に
生
前
の
功
績
を

た
た
え
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
定
例
市
議
会
５
日
目
に

　

正
義
議
員
よ
り
追
悼
演
説
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
員
発
議

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提
出
に
よ
る
発
議

案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
発
議
案
第
37
号

　「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
大
井
川
河

川
流
量
減
少
予
測
へ
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書
」

　
「
大
井
川
流
域
の
水
は
大
井
川
に
戻
す
こ
と
」

を
原
則
と
し
た
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
を

環
境
影
響
評
価
書
に
記
載
す
る
こ
と
を
、
東
海
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
に
提
出
す
る
知
事
意
見
書
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

◆
発
議
案
第
38
号

　「
藤
枝
市
議
会
基
本
条
例
」

　

18
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

◆
発
議
案
第
39
号

　「
藤
枝
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

　

総
務
文
教
委
員
会
を
８
人
、
建
設
経
済
環
境
委

員
会
を
７
人
に
変
更
す
る
。

◆
発
議
案
第
40
号

　「
最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

　

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
、

及
び
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
た
め
に
、
中
小
企

業
に
対
す
る
賃
金
助
成
や
税
・
社
会
保
険
料
の
減

免
な
ど
、
国
の
支
援
予
算
を
増
額
す
る
ル
ー
ル
を

確
立
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
。

百
瀬
潔
議
員 

急
逝

・藤枝市の地域福祉について「地域福祉計画」と「地域福祉活動計画」	… 17

・高洲南小通学路対策に格段の取り組みを	……… 17

※質問内容については、それぞれのページを
ご覧ください。
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瀬戸川中流域の安全と環境保全について

箇所の減少を図っていく。

問 消費者被害未然防止促進策の展開を伺う。
答	 まず、高齢者の消費者被害を未然に防止するた
め、「見守りガイドブック」を作成し、自治会・町
内会役員、民生委員等を対象に研修会を実施する。
問 交通安全施設整備の新年度の展開を伺う。
答　「第2種交通安全施設整備事業」、「ゾーン30交
通安全施設整備事業」について、継続実施し、危険

新年度予算における安全安心なまちづくり

新年度予算での子育て支援の充実について

選ばれるまち・藤枝の成果と今後の展望について

問 	安全安心なまちづくりへ具体的対応を伺う。
答	 ①消防団の車両9台を更新し、高度救助隊を支
援。②臨時災害放送局用FM装置の導入、同報無線
の放送内容無料テレフォンサービスを開始。③防災
ベッドの設置費助成、住宅の耐震改修及び耐震シェ
ルター設置費助成の拡大等を実施。④中学校武道場
の吊り天井の撤去・改修及び市所有施設の天井の耐
震診断を実施。⑤原子力災害に対し、国県及び関係
市町と連携し広域避難計画や安定ヨウ素剤配布計画
の策定に向けた協議、調整を進める。⑥風水害への
備えとして、気象情報受信システムを本格導入する。

問 	給食アレルギーへの取り組みについて伺う。
答	 どの学校でも教職員が同じ対応ができるよう
にアレルギー対応マニュアルを25年5月から26年
1月にかけて作成し、現在、校正中。また、養護教
諭対象に市立総合病院と連携して「マニュアルと食
物アレルギーへの対応研修会」を継続開催するとと
もに、学校ごと「校内研修会」を開催し児童生徒の
情報と対応内容について共通理解を深めていく。食
材納入業者へは今後も食物アレルギーに配慮した
献立の充実を図る。また、「食育だより」の発行回
数を増やすなど一層の啓発に努めていく。給食セン
ターに配置されている栄養教諭は、来年度配置数の
増加が見込まれるため食物アレルギー指導の充実
を図っていく。
問 	発達に課題をもつ就学前の子供達への対応を伺う。
答	 本年度中に策定する「藤枝型発達支援システム
の基本指針」において、組
織体制の強化も含め、子ど
も一人ひとりの状況に応じ
た切れ目のない支援につな
げていくのに必要な施策を
推進していく。

問来訪人口拡大の成果をどう評価するか。
答	 市内観光交流客数は3年連続で増加傾向で、各
施設の入場者数、イベント来場者数は新東名開通以
降、顕著であり、また、最近の外国人観光客の傾向
として、台湾人観光客が市内施設でも増加している。
新東名の藤枝岡部IC開設や、富士山静岡空港の開
港、大井川新橋はばたき橋の開通などの交通インフ
ラ整備による本市へのアクセス向上は、選ばれるま
ち藤枝づくりに向けて、確実にインパクトを与えて
いるものと考えている。
問 	広域連携事業の効果とねらいについて。
答	 焼津市との2市連携に加え、島田市や他の市町
も含め、より効果的な範囲に連携の枠を広げて、様々
な分野で市民に連携の効果が実感できる施策に取
り組んでいく。特に、シ
ティ・プロモーションの
連携は、互いに特長ある
強みの組み合わせや、小
さな魅力であっても互い
に結び、つなげることで、
大きな魅力となって、一
体的な地域として国内外に情報発信していくことが
可能となり、地域全体の周遊性を高めることで、本
市への来訪人口拡大につながるものと考える。

問瀬戸川の流下能力はどれくらいか。
答	 近年で最も大きな洪水である昭和49年7月の七
夕豪雨と同規模の出水でも被害が無い河川とするこ
ととしている。これは、概ね50年に1回程度の確率
で想定される降雨量に耐えられる流下能力となって
おり、瀬戸川本川(ほんせん)の藤枝市区域について
は、既に河川整備が完了している。
問 市内5自治会による清掃作業への市の評価につ
いて
答	 地元自治会の発案により、県内でも初の地域住
民と行政の協働事業による河川清掃作業で、樹木伐
採、除草等を地域住民が行い、県が搬出運搬し、市
が処分場を提供するという役割分担により実施され
た。地域住民と行政による協働の良き活動事例であ
り、瀬戸川が地域住民の共通の財産であるという
人々の想いにつながったものとして、市としても素
晴らしいことだと考えている。

藤　新　会

議員植田　裕明

市民クラブ

議員天野　正孝

藤枝給食食べさせ隊イラスト

瀬戸川での清掃作業
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市民クラブ

議員池谷　　潔
きよし

藤　新　会

議員槇原　正昭

問 	城跡全容の特徴と中世の城としての評価は。
答	 花倉城跡は、本曲輪と二の曲輪からなる中世の
山城で、堀切、土塁や土橋など、遺構の保存状態も
良好なことから、市としても重要な遺跡と評価し、
昭和61年に市の史跡として指定した。
問 	今川良真の評価と墓所の見直しについて伺う。
答	 良真の評価は、資料が少ないため現段階で歴史
的評価を行うことは、困難である。江戸時代の資料
には、亀ヶ谷沢の普門庵で自刃したとされており、
墓所について、今後、付近の調査を進めていく。
問 	城の整備計画により、一部を復元し、観光資源
「天空の城跡」とすることはいかがか。
答	 整備計画を作成するには、建物跡などを発掘調
査で確認する必要がある。市としては、今後も歴史
的価値を学術的な調査・研究していく。また、「花
倉城跡ハイキングコース」の標識や歴史を伝える案
内看板を充実させ、観光資源として積極的に活用す
るとともに、歴史資源の情報発信を進めていく。

花倉城と今川氏について

内陸フロンティア構想の進行と周辺中山間地域の整備について
問 	国や県との協議状況、本市の具体的な提案事項、
事業年度と進行管理について伺う。
答	 新東名藤枝岡部IC周辺の地域資源を活かした
土地利用を推進するため、県が進める総合特区に参
画し、土地利用規制の緩和や金融・税制面の特例
措置について協議中である。IC周辺地区に『食と
農』をテーマにしたアンテナエリアを形成し、広域
物流拠点や食関連産業を集積することを検討してい
る。さらに農産物販売施設や農家レストラン、生産
型市民農園を開設し、地域の活性化と賑わいを創出
し、農商工・6次産業化事業の推進を図り、雇用の
創出や所得増加などを促進したいと考えている。事
業期間は、概ね平成29年度を目標としている。
問 	本構想対象地域周辺の藤枝市独自の整備計画、
事業計画への取組みについて伺う。
答　自然環境の保全と農林業の再生を図りつつ、地域
コミュニティの維持に努め、都市部との交流を促進し、
農業、健康、観光分野それぞれの取り組みにより、自
然豊かな活気あふれる地域づくりを図っていく。

再生可能エネルギーの導入及び活用について
問 	主要な防災拠点には、太陽光発電設備の整備が
有効だが、現在の整備状況及び今後の整備計画は。
答	 現状では、地区防災拠点の高洲公民館、市役所
本庁舎に設置している。今後は、平成27年度建築
予定の（仮称）藤枝東公民館に蓄電池を併せた設備
を設置するほか、他の地区防災拠点にも、国、県等
の特定財源を最大限活用し、導入することを検討し
ていく。
問 LPガスを燃料とする発電・貯湯ユニットの太
陽光発電設備との併設についての見解は。
答	 防災拠点に導入が可能なシステムは災害対応型
LPガスバルクとLPガス発電・照明ユニットや炊出
用・暖房用ユニットなどを組み合わせたシステムが
ある。今後は、費用対効果や全国的な導入状況等を
調査し、導入の可能性を検討していく。
問 	住宅用太陽光発電設備の本市の設置率はどの程
度か。また、今後の推進策は。
答	 25年10月 末 時 点 で
国・県の平均より高い
7.6%の設置率となってい
る。今後は、国や県と協
調した補助金による支援
を継続するとともに新た
なエネルギーに対する取り組みも検討していく。

問 	交通政策基本法の制定と反映について、藤枝市
の受け止めについて伺う。
答	 この法律は、交通に関する施策を総合的、計画
的に推進し、国民生活の安定向上、国民経済の健全
な発展を図ることを目的とし、国や地方公共団体の
責務を定めたものである。藤枝市は平成21年に地
域公共交通総合連携計画を策定し、総合的な施策の
推進に努め、持続可能で住民生活に有効な地域公共
交通ネットワークの形成に努めていく。
問 	藤枝市の公共交通施策の将来像について伺う。
答	 高齢者をはじめとする交通弱者や通勤・通学者等
の移動手段として、効率的で利便性の高い交通ネット
ワークの構築を目指し、民間バス路線等の維持と自主運
行バス等の運行を実施して、市民の足の確保を図ってい
る。これから本格化する超高齢社会では、公共交通の必
要性は一層高まってくると考える。今後はそれぞれの地

交通政策基本法の成立で市内の公共交通の今後について

花倉城跡遠景

新東名 藤枝岡部IC付近

域の実情に即した
公共交通の構築を、
地域住民、バス事
業者、行政が一体
となって持続可能
な公共交通の構築
に取り組んでいき
たい。
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藤　新　会

議員館
たち

　　正義

藤　新　会

議員遠藤　　孝

問 	『子育てタクシー』の運行支援は。
答	 同様のサービスで、助産師や保健師から専門
的な講習を受けた運転士が、陣痛時に病院まで運
ぶ『陣痛タクシー』の運行に向けて支援を行う。
問 	利用度の少ないバス路線について。
答	 市立病院経由のデマンド運行は、地域の方々
と協議しながら、実情にあった移動形態を検討する。
問藤岡・高田地区で実施のデマンドタクシーは。
答	 効果は500万円ほどの経費削減が出来た。
問 	いじめや不登校を無くす家庭内教育について。
答	 保護者を対象に家庭教育をテーマにした講演
会を実施、家庭教育学級や親学講座などを行って、
家庭教育の重要性について周知を図っている。

問 	現在の市税等の収納状況は。
答	 平成25年度末における現年分の収納状況見込
は、市税の収納率が98.83%、国民健康保険税では

子育てしやすいまち藤枝づくり

市税等の滞納整理について

非住家屋（空き家）対策について
問 	空き家の状況の把握及び認識について。
答	 住宅・土地統計調査の直近の調査データによ
ると、空き家率は全国平均13%、県平均14.2%で、
本市の空き家の総数は、4,250戸と推測されており、
空き家率は9.5%となっている。
　今後は少子高齢化の急速な進展、予測される人口
減少により、率としては増加していくものと認識し
ている。
問 	まちづくり・地域づくりからの空き家対策の取
り組みと具体的な対応について。
答	 市の重点戦略である『安全安心なまちをつくる』
の観点から、防犯・防災面で空き家対策を進めてい
る。具体的には、警察関係機関と連携した地域によ
る防犯パトロールを進めるとともに、自主防災会に
よる地域防災マップにも空き家情報を盛り込んでお
り、このマップを地域の防災情報として活用するよ
うPRしている。また、『定住促進への取り組み』の
観点から、空き家バンクの活用などで、良好な空き
家を子育て世代による取得あるいは賃貸で利用して

いただくことや、高齢者のグループホーム又はディ
サービスの場所としての利活用を研究している。
　一方、管理されていない、いわば放置された空き
家が地域にもたらす影響は、防火・防犯・防災・衛生・
景観など多岐にわたるため、地域住民が、安全で安
心な生活を営むことができるよう、特に、現在地元
から要望のある数件の放置空き家については、消防
署による定期的な火災予防上の指導を実施している
ほか、解体等の方策について、丁寧に所有者又は相
続者と協議し、解決のための取り組みを進めていく。
問 	対策条例制定について。
答	 空き家が発生する地域は、街中から中山間地域
まで幅広く、空き家のもたらす影響も様々であるこ
とから、まちづくり担当理事を置き、横断的、多面
的な対応策を講じていく必要がある。
　条例の制定
に つ い て は、
安全安心なま
ち を つ く り、
定住促進への
更なる取り組
みを進める見
地から、前向
きに考える。

収納率が93.29%であり、順調に推移し、昨年を超
える収納率の予定。
問 	コンビニ収納の2年目の状況と効果は。
答	 平成25年度との比較では収納件数では25.65%
の増、収納金額では33.08%の増である。
初期滞納の抑制と督促状の減の効果があった。
問 	「静岡地方税滞納整理機構」との関わりと効果は。
答	 困難案件でも本市の滞納繰越分の収納率を上回
る実績を上げ、職員派遣の効果も、2年間に及ぶ派
遣で得た知識・経験を徴収業務に生かし、他の職員
への指導を行うなど、人財育成にも活かされている。

青島地区のまちづくりについて
問内瀬戸地区の開発計画で道路拡幅の指導は。
答	 出入口を設ける市道内瀬戸大西町線と東側道路
について、開発区域に接する部分は幅員12mに拡
幅するよう指導している。
問 	34年前のガス事故現場の建物対策について。
答	 藤枝の玄関口における長年の懸案事項として、
また景観や防犯上の観点
からも、早期解決を図ら
なければならないと認識
している。市による買収
も含めて積極的に対応し、
将来の利用策を検討する。

空き家（イメージ）

瀬戸踏切付近の状況
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問 	総合運動公園野球場について伺う。
答	 秋に、元プロ野球選手で構成するドリームチー
ムによる野球教室や試合などのイベントを予定して
いる。平日の利活用は、硬式野球も利用が可能であ
るため、市内の高校野球部の練習に利用していただ
くように働きかけていく。また、大学野球部の合宿
誘致や中学校の部活動による利用も呼びかけていき
たいと考えている。
問 	サッカーのまち藤枝ドリームプランについて伺う。
答	 平成28年に総合運動公園の多目的グラウンド
の人工芝化が予定されており、平成26〜 27年にか
けて市民グラウンドサッカー場の観覧席の改修工事
を予定している。県サッカー協会が主催する『静岡
ゴールデンサッカーアカデミー』で指導者の資質向
上を目指し、藤枝市サッカー協会では小・中学生や
女子の指導者を対象とした指導者講習を行っており、
多くの関係団体の主催と協力により選手と指導者の
育成が行われており、サッカーのまちとしての取り

問 	消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関
する法律」（消防団支援法）が昨年の臨時国会で成
立した。このことを受け、本市としての消防団の位
置付けや今後の対応について伺う。
答	 消防団員は地域防災力の中核を担う大切な「財
産」であり、十分に力を発揮してもらえるよう十分
な支援と環境を整えることが重要だと考えている。
今後も処遇改善と併せ、装備の改善・充実に努め、
消防団のさらなる強化を図っていく。

問 	増加が予測されてい
る「一人暮らし高齢者」
への対応として、さらに
多面的・重層的な見守り
活動が必要だが、今後に
向けた取り組みを伺う。
答	 現在、幾つかの事業

問 	不特定多数の群集（クラウド）と資金調達（ファ
ンディング）を組み合わせた造語だが、市民がまち
づくりに参画できる新たな仕組みとして注目されて
いる。鎌倉市ではこの方式で、観光案内板を作成し
た。本市での活用を提案したいが考えを伺う。
答	 まさに「新しい市民協働」の仕組みと言える。
活用事例は増えているが、まだ認知度が低い。今後、
研究を深め、取り組み方について各種団体と共有を
図りながら導入について検討を進めていく。

組みは盛況であると言える状況である。
問 	東京五輪・パラリンピックの合宿誘致に向けて
伺う。
答	 市長をトップに『東京2020五輪・パラリンピッ
ク推進本部』を新たに設置し、サッカー・ライフル・
柔道の3種目について合宿誘致に向けて進めていく。
今後は各種競技団体との連携と関係機関との人脈も
大切にしながら多面的に情報網を張り、戦略的な誘
致活動に取り組んでいく。
問 	地域に根ざしたスポーツ環境づくりについて
伺う。
答	 小学校でスポーツ少年団に所属しているのは、
1,614人で20.5%、中学校の部活動は2,648人で
67.3%の加入率である。今後は自治会主催の運動会
やスポーツ推進委員とともにスポーツイベントや各
種スポーツ教室を開催していく。
問 	総合型地域スポーツクラブ拡充策について伺う。
答	 地域で運営スタッフ
や指導者の確保、運営方
法などの課題を整理し、
課題解決に向けて目的の
共有化を図っていく。ス
ポーツ振興くじ助成金の
活用などにより、設立に
向けた手法や手続きを支援していく。

見守りと救急情報の把握について

市民協働の新たな仕組み「クラウドファンディング」について

認知症の人に優しいお店・
事業所のステッカー

所と協定を締結し見守り事業を実施しており、3月
からは「認知症の人に優しいお店・事業所」認定制
度も始める。現在、新聞販売店と見守り事業の実現
に向けて協議中である。
問 	外出時の緊急時にも救急情報が把握できる「救
急情報ネックレス」などの器具の活用についてはど
の様な考えか伺う。
答	 本市では外出時の救急対応として携帯用の「命
のパスポート」を配布している。常に携帯していた
だくよう一層のPRに努めるとともに、ネックレス
などの器具については提案として、今後、さらに研
究を重ねたい。

公　明　党

議員大石　保
やす

幸
ゆき

消防団の処遇改善等について



一
般
質
問

日本共産党

議員石井　通
みち

春
はる

17

会派に属さない議員

議員志村　富子

藤枝市の地域福祉について〜地域福祉計画と（市社協策定の）地域福祉活動計画〜
問 地域福祉計画は市が策定し、内容に、自助は市
民・共助は地域・公助は行政として、それぞれ具体
的活動を示している。共助を担うグループは近所・
自治会・町内会・地区社協・民生児童委員・福祉事
業者・市社会福祉協議会等としている。地域福祉を
推進する仕組みでは、市社協が共助のグループから
外に出してある。この考え方を問う。
答	 市社協には、各地区の住民や組織全体を束ねる
役割とともに市と両輪になって地域福祉を推進する
大きな役割を担ってもらうため、外出しとしている。
問 	地域福祉計画において、圏域の設定、居場所づ
くり、財源確保は市のすることである。この圏域は
現在市内10地区に分け地区社協としている。この
認知度は1.6％。住民の協力関係を築くのに必要な
のは自治会を中心にした活動だという意見が一番多
い。地区での最大は青島地区で人口41,605人、最
小は瀬戸谷地区2,431人である。県内の傾向は自
治会・町内会を地区社協の圏域としているものが
60％、小学校区が圏域26%。本市のような旧市町

村圏域は１%未満。本市作成の自治会（町内会）運
営の手引きによれば、自治会活動は住民が自主的・
自発的に共同活動を行いながら、まちづくりを進め
ていくことを目的とする。また、自治協力委員とし
ての自治会長への市からの依頼事項の１つとして社
会福祉事業への協力がある。さらに、自治会長・町
内会長は保健委員も兼ねている。自治会に福祉担当
がいないという意見もあった。市の福祉計画の重点
事業には「健康なこころとからだづくりを応援する
事業」がある。こういう状況の中で、地区社協を自
治会・町内会単位に変え、保健委員を健康福祉委員
としてはどうか。
答	 市内10か所の地区社協では、それぞれの地区
社協単位の活動に加え、自治会や町内会単位による
ふれあいサロン等の福祉活動を実践している。社協
では現状が適正な規模であると認識しており、市も
同様な考えである。次に、保健委員を健康福祉委員
をすることは、現
状では難しいと判
断する。これから
市も社協と一緒に
なって、地区社協
活動の今後のあり
方も含めて、さら
に十分研究を進め
ていく。

が契約し市が保育園を探す義務があるが、認定こども
園は、市は保育の必要性を“認定”するだけで保護者
が自己責任（直接契約）で保育園を探す。市に実施責
任のある公的保育の瓦

がかい

解につながるのでは。
答	 直接契約だが市の実施責任を園任せにせず、新た
な基準等を設けるなどして保育の責任を果たす。
問 	新制度では待機児童が集中する0〜 2歳児の受け
入れを定員19人以下の小規模保育所が担う。この認
可基準を新たに市が定めるが、国は「半分の従事者が
保育士の資格を持っていれば認可する」（B型）と目
安を示している。子供の命に関わる問題として、現在
の認可保育園の認可基準同等の「全従事者が保育士資
格を持てば認可す
る」（A型）を定め
るべきではないか。
答	 現時点でB型
と決めていないが、
北村市政における
「選ばれるまち・ふ
じえだ」の肝でも
あり、制度如何を
問わず保育の質の
向上を果たしてい
く。

子どもを交えた地域の行事

高岡の危険交差点

問 県道藤枝駅吉永線（駅南口から真っすぐ南下す
る道路）と新幹線高架下の交差点は歩道部分が狭く
信号待の学童に車が激突する危険性がある。ガード
下のフェンスを撤去し歩道として開放するように長
年要望しているが、なぜ進まないのか。
答	 JR用地内での通学路整備にはJR静岡保線所が
窓口になり理解を示しているが、新幹線鉄道事業本
部に照会中で回答までに2か月程度を要す。
問 一旦停止標識設置の要望に対する実施率は10%
程度とのことだが、「交通安全日本一」藤枝市とし
て設置者である公安委員会に格段の要望をすべきで
はないか。
答	 市としても設置が必要であると考えている。今
後も強く要望する。

高洲南小通学路対策に格段の取り組みを

子ども・子育て支援新制度本格実施までに市がすべきこと
問 27年度から実施の子育て支援新制度の柱は「認
定こども園」。現在の「認可保育園」は保護者と市
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実
現
を
図
り
、

も
っ
て
市
民
福
祉
の
向
上
及

び
市
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

（
基
本
理
念
）	

第
2
条　

市
議
会
は
、
本
市

に
お
い
て
市
民
を
代
表
す
る

唯
一
の
議
事
機
関
と
し
て
、

市
民
の
意
思
を
踏
ま
え
た
徹

底
的
な
議
論
を
尽
く
す
こ
と

に
よ
り
、
地
方
自
治
の
本
旨

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

	

第
2
章	

市
議
会
及
び
議
員	

（
市
議
会
の
活
動
原
則
）

第
3
条　

市
議
会
は
、
継
続

藤
枝
市
議
会
基
本
条
例
制
定

　

藤
枝
市
議
会
で
は
、「
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
25
回
に
わ
た
っ
て
議
会
基
本
条

例
の
制
定
に
関
す
る
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
議
会
基
本
条
例
が
平
成
26
年
３
月
19
日
の
定

例
会
最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

真
に
市
民
の
た
め
に
な
る
も

の
か
を
見
定
め
る
市
議
会
の

役
割
は
さ
ら
に
重
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
政
策
立
案
や
政

策
提
言
を
積
極
的
に
行
い
、

市
議
会
の
活
性
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
今
ま
で
市
民

が
身
近
に
感
じ
、
市
民
と
と

も
に
あ
る
市
議
会
を
目
指

し
、
従
来
か
ら
様
々
な
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
よ
く
見

え
、
分
か
り
や
す
く
、
市
民

が
参
加
し
や
す
い
市
議
会
と

し
て
活
性
化
を
図
り
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
た
め
、
議
員

相
互
の
自
由
な
討
議
を
通
し

て
、
議
員
の
自
己
能
力
の
研

さ
ん
に
努
め
る
こ
と
を
決
意

し
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
て
議
会
改
革
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
原

則
に
基
づ
い
て
積
極
的
に
活

動
し
ま
す
。	

⑴　

充
実
し
た
調
査
活
動
に

基
づ
き
、
審
議
及
び
討
論
を

行
い
ま
す
。	

⑵　

議
会
活
動
に
関
し
、
市

民
に
対
し
て
積
極
的
な
情
報

提
供
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

説
明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。	

⑶　

市
民
に
分
か
り
や
す
い

議
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

（
議
員
の
活
動
原
則
）	

第
4
条　

議
員
は
、
議
会
活

動
を
優
先
し
、
次
に
掲
げ
る

原
則
に
基
づ
い
て
積
極
的
に

活
動
し
ま
す
。	

⑴　

市
政
の
課
題
全
般
に
つ

い
て
、
市
民
の
意
見
を
的
確

に
把
握
し
ま
す
。	

⑵　

必
要
な
調
査
研
究
を
行

い
、
政
策
立
案
及
び
政
策
提

言
に
反
映
し
ま
す
。

⑶　

自
ら
の
資
質
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

⑷　

自
ら
の
活
動
を
市
民
に

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

（
会
派
）	

第
5
条　

会
派
は
、
同
一
の

政
策
理
念
に
の
っ
と
り
活
動

す
る
議
員
で
構
成
し
、
活
動

し
ま
す
。

2　

会
派
は
、
所
属
の
議
員

の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
議
会
運
営
、
政
策
立
案

等
の
た
め
に
調
査
研
究
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
会
派
間

の
調
整
に
努
め
ま
す
。	

	

第
3
章	

市
民
と
市
議
会	

（
市
民
参
加
及
び
市
民
と
の
連
携
）	

第
6
条　

市
議
会
は
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
開
か
れ
た

議
会
の
実
現
に
向
け
て
、
次

に
掲
げ
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

⑴　

市
民
の
意
見
及
び
知
見

を
審
議
等
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
公
聴
会
及
び
参
考
人
の

制
度
を
活
用
し
ま
す
。	

⑵　

請
願
及
び
陳
情
の
審
査

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
趣
旨

を
理
解
す
る
た
め
に
、
当
該

請
願
者
又
は
陳
情
者
の
意
見

を
聴
く
機
会
を
設
け
ま
す
。	

⑶　

基
本
的
な
政
策
等
の
立

案
に
あ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
そ
の
他
の
意
見
公

募
手
続
を
活
用
し
ま
す
。

（
広
聴
活
動
の
充
実
）

第
7
条　

市
議
会
は
、
市
民

の
意
見
を
把
握
し
、
議
会
活

動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
定

期
的
に
議
会
報
告
会
等
の
場

を
設
け
ま
す
。	

（
広
報
活
動
の
充
実
）	

第
8
条　

市
議
会
は
、
市
民

の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
多

様
な
手
段
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
議
会
活
動
に
関
す

る
広
報
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

2　

市
議
会
は
、
議
案
に
対

す
る
議
員
の
賛
否
及
び
議
決

内
容
に
つ
い
て
定
期
的
に
公

表
し
ま
す
。

（
会
議
等
の
公
開
）	

第
9
条　

市
議
会
は
、
市
議

会
の
本
会
議
、
委
員
会
の
ほ

か
議
案
の
審
査
及
び
議
会
の

運
営
に
関
し
、
協
議
又
は
調

整
を
行
う
た
め
の
場
を
原
則

と
し
て
公
開
し
ま
す
。	

2　

市
議
会
は
、
議
会
活
動

に
関
す
る
資
料
を
原
則
と
し

て
公
開
し
ま
す
。
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第
4
章	

市
長
等
と
市
議
会	

（
市
議
会
及
び
議
員
と
市
長

等
と
の
関
係
）	

第
10
条　

市
議
会
及
び
議
員

並
び
に
市
長
そ
の
他
執
行
機

関
の
長
及
び
そ
の
職
員
（
以

下
「
市
長
等
」
と
い
う
。）
は
、

本
会
議
又
は
委
員
会
に
お
け

る
的
確
か
つ
活
発
な
議
論
を

展
開
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ

る
こ
と
を
行
い
ま
す
。

⑴　

一
般
質
問
は
、
市
民
に

分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
、
再
質
問
以
降
を
一
問

一
答
方
式
で
行
い
ま
す
。

⑵　

市
長
等
は
、
本
会
議
又

は
委
員
会
に
お
い
て
、
議
員

の
質
問
又
は
質
疑
に
対
し
て

反
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑶　

議
員
は
、
議
長
を
経
由

し
て
市
長
等
に
対
し
て
文
書

に
よ
る
質
問
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
議
長
は
、
市
長
等
に

文
書
に
よ
る
回
答
を
求
め
ま

す
。

⑷　

市
議
会
は
、
市
長
等
に

対
し
、
審
議
等
に
必
要
な
資

料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

（
政
策
形
成
情
報
の
明
示
）

第
11
条　

市
議
会
は
、
市
長

が
市
政
の
重
要
な
政
策
又
は

計
画
に
関
す
る
事
件
（
以
下

「
政
策
等
」
と
い
う
。）
に
つ

い
て
議
決
を
求
め
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
説
明
す
る
資
料
の
提
出

を
求
め
ま
す
。

⑴　

政
策
等
の
提
案
に
至
る

ま
で
の
経
緯
及
び
理
由

⑵　

他
の
自
治
体
の
類
似
す

る
政
策
等
と
の
比
較
検
討

⑶　

市
民
参
画
の
実
施
の
有

無
と
そ
の
内
容

⑷　

総
合
計
画
と
の
整
合
性

⑸　

政
策
等
の
実
施
に
要

す
る
経
費
（
将
来
に
わ
た

る
負
担
を
含
む
。）
及
び
そ

の
財
源

（
議
決
権
の
拡
充
）	

第
12
条　

市
議
会
は
、
市
民

生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
次
に

掲
げ
る
計
画
等
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法

律
第
67
号
）
第
96
条
第
2
項

の
規
定
に
基
づ
い
て
議
決
権

を
行
使
し
ま
す
。

⑴　

総
合
計
画
の
基
本
構
想

⑵　

市
民
憲
章
の
制
定
又
は

改
廃

⑶　

各
種
宣
言
の
制
定
又
は

改
廃

⑷　

姉
妹
都
市
及
び
友
好
都

市
の
締
結
又
は
改
廃

2　

市
議
会
は
、
前
項
に
掲

げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
議

決
事
項
と
し
て
追
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

	

第
5
章	

議
員
相
互
の
関
係

（
議
員
間
の
自
由
討
議
）

第
13
条　

議
員
は
、
市
議
会

の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、

積
極
的
に
議
員
相
互
の
自
由

討
議
に
努
め
、
議
論
を
尽
く

し
ま
す
。

	
第
6
章	

議
会
運
営	

（
議
会
運
営
）	

第
14
条　

市
議
会
は
、
公
正

性
を
確
保
し
、
か
つ
、
透
明

性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営

を
行
い
ま
す
。	

（
委
員
会
活
動
）	

第
15
条　

委
員
会
は
、
市
政

の
課
題
に
対
応
し
て
機
動
的

に
開
催
し
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
す
る
よ
う
運
営
し

ま
す
。	

2　

委
員
会
は
、
特
定
の
地

域
の
住
民
に
関
係
が
深
い
議

案
、
陳
情
等
で
あ
っ
て
、
当

該
地
域
の
住
民
の
関
心
の
高

い
も
の
に
つ
い
て
審
査
す
る

と
き
、
そ
の
他
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
地

域
に
お
い
て
委
員
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	

第
7
章	

政
務
活
動
費

（
政
務
活
動
費
の
執
行
及
び
公
開
）

第
16
条　

市
議
会
は
、
藤
枝

市
議
会
の
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
（
平
成
13

年
藤
枝
市
条
例
第
12
号
）
を

遵
守
し
、
公
開
及
び
透
明
性

を
確
保
し
ま
す
。

		

第
8
章	

市
議
会
及
び
議
会

　
　
　
　

事
務
局
の
体
制	

（
議
会
の
機
能
の
強
化
）	

第
17
条　

市
議
会
は
、
市
長

等
の
事
務
の
執
行
に
係
る
監

視
及
び
評
価
機
能
並
び
に
政

策
立
案
及
び
政
策
提
言
に
関

す
る
機
能
の
強
化
に
努
め
ま

す
。	

2　

市
議
会
は
、
議
員
の
資

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研

修
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
議
会
改
革
の
推
進
）	

第
18
条　

市
議
会
は
、
議
会

改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
議
会
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
議
長
が
必
要
と
認
め
る

と
き
は
、
議
会
改
革
に
関
す

る
特
別
委
員
会
等
を
、
必
要

に
応
じ
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。	

（
議
会
事
務
局
等
）	

第
19
条　

市
議
会
は
、
議

会
事
務
局
の
機
能
の
強
化

及
び
組
織
体
制
の
整
備
に

努
め
ま
す
。	

2　

市
議
会
は
、
議
会
図
書

室
の
充
実
に
努
め
ま
す
。	

（
調
査
機
関
の
設
置
）

第
20
条　

市
議
会
は
、
議
会

活
動
及
び
政
策
の
重
要
案
件

に
関
す
る
調
査
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

議
決
に
よ
り
、
学
識
経
験
者

等
で
構
成
す
る
調
査
機
関
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2　

前
項
の
調
査
機
関
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
議
長
が

別
に
定
め
ま
す
。

	

第
9
章	

議
員
の
政
治
倫
理

（
議
員
の
政
治
倫
理
）

第
21
条　

議
員
は
、
市
民
か

ら
の
負
託
に
応
え
る
責
務
を

認
識
し
、
そ
の
良
心
と
信
念

に
基
づ
い
て
自
ら
を
律
し
、

行
動
し
ま
す
。

	

第
10
章	

補
則

（
他
の
条
例
と
の
関
係
）

第
22
条　

こ
の
条
例
は
、
市

議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
定
め
る
条
例
で
あ
り
、
議

会
に
関
す
る
他
の
条
例
規
則

そ
の
他
の
規
程
を
制
定
し
、

又
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
こ
の
条
例
と
の
整
合

を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
見
直
し
手
続
）

第
23
条　

市
議
会
は
、
市
民

の
意
見
、
社
会
情
勢
の
変
化

等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
こ
の
条
例
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

	

附　

則	

こ
の
条
例
は
、
平
成
26
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。



　

６
月
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら

６
月
26
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

る
予
定
で
す
。

6
月　

２
日　
　

本
会
議
１
日
目　
（
※
）

　
　
　
　
　
　
　

議
案
上
程

　
　

11
日　
　

本
会
議
２
日
目　
（
※
）

　
　
　
　
　
　

一
般
質
問

　
　

12
日　
　

本
会
議
3
日
目　
（
※
）

　
　
　
　
　
　

一
般
質
問

　
　

13
日　
　

本
会
議
４
日
目　
（
※
）

　
　
　
　
　
　

一
般
質
問
・
議
案
質
疑

　
　

16
日　
　

現
地
審
査

　
　

17
日　
　

常
任
委
員
会

　
　

18
日　
　

常
任
委
員
会

　
　

26
日　
　

本
会
議
５
日
目
・
採
決（
※
）

　
　
（
※
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

議
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
様
の
生
活
に
直
結
し
た
重
要

な
問
題
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
当
日
、
市
庁
舎
５
階
の
傍
聴
席

入
口
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
受
付
は
、
ご
住

所
と
お
名
前
を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

問
い
合
わ
せ

【
議
会
事
務
局
】　

電
話
６
４
３

－

３
５
５
２

６
月
市
議
会
定
例
会

編
集
後
記

　平成26年３月19日に建設経済環境委員会から
市長に対して『再生可能エネルギーの導入促進に
関する提言書』を提出しました。
　エネルギー政策の転換期にあって、藤枝市とし
てどのような取り組みを進めていくべきかを検討
するため、先進市を視察して調査研究を行い、「推
進体制の構築」、「意識啓発・環境教育」など５つ
に分類した22項目について提言を行いました。

※提言書については、市議会ホームページをご覧ください。

　平成26年１月14日に防災対策特別委員会から
市長に対して『防災対策に関する提言書』を提出
しました。
　提言書では、防災意識の普及・向上について、
避難所運営、要援護者、風水害、原子力・放射能、
液状化、感染症への各対策についてなど、今後の
本市における防災・危機管理体制のより一層の充
実のため取り組むべき７項目について提言を行い
ました。　
※提言書については、市議会ホームページをご覧ください。

建設経済環境委員会提言 防災対策特別委員会提言

議
会
を傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

15
期
市
議
会
の
最
終
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
市

民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
次
期
議
会
の
委
員
に
よ
り
、

よ
り
開
か
れ
た
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

い
た
だ
く
事
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
下
さ

い
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
員　

天
野　

正
孝

　

15
期
市
議
会
の
議
会
だ
よ
り
も
今
月
号

で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
は
、
議
会
改
革
の
一

翼
を
担
う
べ
く
、
議
会
だ
よ
り
は
読
み
易

く
親
し
み
易
い
広
報
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
表
紙
に
元
気
な
子
ど
も

た
ち
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で

も
親
し
み
易
い
編
集
に
心
掛
け
ま
し
た
。

　

来
期
か
ら
の
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
議
会

だ
よ
り
も
新
鮮
な
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま

す
よ
う
、
努
力
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

一
年
間
の
ご
愛
読
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

委
員　

杉
山　

猛
志
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